
オプトアウト 

【研究課題】 

「感染症発生動向調査事業及び食中毒調査等により収集された病原体を
用いた分子疫学的解析」 

 
【研究機関名および研究責任者氏名】 

 研究機関：愛媛県立衛生環境研究所 

 研究責任者：衛生研究課 細菌科 木村千鶴子 

 

【研究期間】 

 2026 年 10 月２日～2027 年 3 月 31 日 

 

【検体収集期間】 

 2026 年４月１日～2027 年３月 31 日 

 

【対象となる方】 

  感染症発生動向調査事業及び食中毒調査等で収集された細菌分離株と当所で分離した細菌分離株のう

ち、感染源・感染経路の解明、薬剤耐性菌の把握、流行株の遺伝学的特徴の解析等、公衆衛生上必要と

判断された分離株の由来となる検体を提供された方を対象とします。 

 

【研究の目的】 

  本研究では、地域における病原体の流行状況や伝播様式、薬剤耐性菌の動向等を明らかにし、感染症

及び食中毒事例の原因究明並びに感染拡大防止に資する科学的知見を得ることにより、今後の感染症対

策、公衆衛生行政の推進に寄与することを目的とします。 

 

本研究は、愛媛県立衛生環境研究所における倫理審査の承認を得て実施しています。 

 

【研究の方法】 

  対象となる細菌分離株について、次世代シーケンサーを用いて全ゲノムシーケンスを実施します。得

られたゲノム情報を基に、菌株間の遺伝学的関連性の比較解析、感染源及び感染経路の推定、薬剤耐性

遺伝子や病原因子の検出、ならびに遺伝学的特徴の解析を行います。 

 

【研究に用いる試料、情報の種類】 

  試料：感染症発生動向調査事業及び食中毒調査等で収集または当所で分離された細菌分離株 

 情報：年齢・性別・検体採取部位・発病日・検体採取日・臨床症状・診断病名・発生状況・海外渡航 

歴・管轄保健所 

研究に用いる情報は、個人情報保護法に基づき匿名化されたうえで使用されるため、個人が特定され

ることはありません。 

 

【検体及び情報の使用を望まない場合】 

本研究において、試料及び情報の使用を望まれない方は、2027 年 3 月 31 日までに、下記の問い合わ

せ先までご連絡ください。 

 その場合は、研究対象から除外し、申し出があった方の試料及び情報を使用することはありません。 

 ただし、拒否の連絡をいただいたとき、すでに研究結果が公表されていた場合は、結果は破棄できな 

い場合がありますので、ご了承ください。 

 

【問い合わせ先】 

 愛媛県立衛生環境研究所 衛生研究課 

微生物試験室 細菌科 

担当：木村千鶴子 

TEL：089-948-9678 


